
オプトアウト用 
 

 当院で実施される下記の臨床研究はオプトアウトにより実施します。 

 本研究の対象者に該当する可能性のある方で、これらの研究にご自身の診療情報を使用してほしくな

い場合は各研究の担当者までお問合せください。 

 

研究課題 

（承認番号） 

胸膜中皮腫における予後因子の検討 

担当科及び研究責任者 

呼吸器内科 小林 洋一 

利用目的 

胸膜中皮腫は予後不良な希少悪性腫瘍であり，簡便な予後予測指標の

確立が求められている．免疫チェックポイント阻害剤が治療導入され

た前後の予後予測因子に関して明らかにする． 

研究の対象者及び対象期間 

2008 年～2026 年に当センターで診断した胸膜中皮腫 68例． 

研究の方法 

診療録の調査を行い診断時の病歴，基礎疾患，身体所見，検査所見な

どの情報と，治療に対する効果，副作用，生存期間，死亡原因などの

関連を調査する．個人を特定しうる情報を含まない． 

問合わせ先 

埼玉県立循環器・呼吸器病センター 

呼吸器内科 小林 洋一 

Tel:048-536-9900 

Fax:048-536-9920 

備考 

 

 

 

 


